
2)中村蒐樹 (共著)(1994) :脳の謎を解く.

東京､朝日新聞社｡

3)正高信男 (1994) :ニホンザルの音声模倣.

文部省科学研究史補助金虫点領域研究 ｢認知 ･

言語の成立｣報告香2,pp.117-118.

4)正高信男 (1994) :乳児における笑いの発

達.論文集 ｢乳幼児研究の現在と未来｣､

pp.3843.
5)桶爾和秀 ･小嶋祥三 (1994) :チンパンジー

における視聴覚統合課題の学習.文部省科学

研究史補助金重点領域研究 ｢認知 ･言語の成

立｣報告書2.pp.113-114.

6)小嶋祥三 (1994) :霊長類の音声とその知

覚.文部省科学研究史補助金重点領域研究

｢認知 ･言語の成立｣論文免 pp.219-232.

7)南雲純治 (1994) :汎用型デジタル入出力

ボード及びその制御用ソフトウェアの開発.

文部省科学研究費補助金重点領域研究 ｢認知･

言語の成立｣報告香2,pp.147-1.

学会発表等

一英文-

1)Ando.I.,Sawaguchi.T.,Naknmura,K.,

YoshikaWa,EりOkada,H.,Tsukada,H.&

Kubota,冗.(1994):Frontalcorticalareas

involvedinsimplehandmovement;aPET

studyinanawakemonkey. Tho24th

SocietyforNeurosciencoMeeting(Miami,

Florida,November,1994).Progmm and

･Abstracts,20:444.

2)Masataka,N.(1994):Effectsofcontin･

gentandnoncontingentmaternalstimula-
tiononthevocalbehaviorof3-to4-

montholdJapaneseinfants.Invitedlecture

atthelothMeetingofWorldAssociation

forInfantMentalHealth. Abstracts,

pp.70-71.

3)Masataka,N.(1994):Relationbetween

index-finger-extensionandacousticquality

of coolng in three-month-old infants.

Paper presented at the 13th Biennial

Meetingofth㊤InternationalSocietyfor

Ithe Study of Behayioml Development.

Abstracts.pp.111.

一和文-

1)中村蒐樹 (1994) :視雑な視党対象認知の

ニューロン解析.文部省科学研究史缶点領域

研究 ｢脳の情報処理｣.卵2回サテライトワー

クショップ (1994年8月､蓉科､長野).

2)中村蒐樹 (1994) :形態情報の処理とオッ

シレーション.祁蓋匝鞘学会 ｢洗脳連合野チュ-

トT)アルワークショップ｣､(1994年8月､犬

山､愛知).

3)小嶋祥三 (1994) :シンポジウム ｢音声言

語研究の現在と将来｣､比較心理学の立場か

ら-チンパンジーの聴覚と音声1.第 12回
日本生理心理学会学術大会､プログラム･予

稿集､pp.21.

4)小嶋祥三､揚妻直樹､岡本暁子 (1994) :

飼育下チンパンジーの出会い場面における音

声.第 10回日本霊長類学会学術大会.研究

発表予稿集､pp.18.

5)岡本暁子､小嶋祥三､揚安直樹 (1994) :

飼育下チンパンジーの出会い場面における社

会的交渉.如10匝旧本霊長類学会学術大会.

研究光来予稿集､pp.17.
6)桶爾和秀､小嶋祥三 (1994) :チンパンジー

の聴党認知に関する実験的研究 :新奇刺激導

入時の反応にみられる概念的処理の可能性｡

節10回日本霊長頬学会学術大会.研究発表

予稿集､pp.20.

7)小嶋祥三 (1994) :老齢ニホンザルの連続

弁別逆転.第21回日本脳研究会.口涜要旨

集､pp.63.

8)小嶋祥三(1994):教育試訴｢動物とaware,ness｣･
第 18回日本失語症学会総会.プログラヰ･

講演抄録､pp.41.

9)岡本暁子､小嶋祥三､揖斐直樹 (1994) :

チンパンジー放飼集団における挨拶行動.日

本動物行動学会第13回大会.

行動究現分野

久保田銃 ･三上章允 ･薄口俊之

研究概要

A)前頭菜の研究 -

1)コザルの前頭葉の発達の研究

久保田 競 ･帝口京子り

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学習
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させ､前頭連合野､運動連合野､運動野にGABA
やDOPAMINEの阻害剤を微量局所注入すると､

反応の成績の低下と運動の障害が一時的に見られ

る｡これらの変化と解剖学的変化を解析してGA
BA抑制やDOPAMINEと前頭葉の発達の関係を明

らかにする｡

2)前頭葉における局所E)路の働きの研究

三上章允 ･松元健二2)･

小高 奉 り･久保田 虫

前頭葉から複数のニューロン活動を同時記録し､

その性質と相互連絡の様式を比較検討した｡

3)前頭葉の捜能モジュール

薄口俊之一)

麻酔したサルの前頭葉を皮質内微小刺激し､活

動の伝播を電位感受性色素(RH795)によって解析

し､興奮性の活動変化と抑制性の活動変†蜘iモジュー

ル状に現れることをみつけた.このデータは､霊

長類の前頭葉に枝能モジュールが存在し､互いに

興奮性結合と抑制性結合を介して協調的に動作す

ることを示唆する｡

4)前頭連合野の層状の情報処理様式

薄口俊之

前頭連合野の情報処理と皮質眉との関係を調べ

るH的で､眼球運動によるワーキング･メモT)課

題と微小ガラス電極を組み合わせた実験を行い､

ワーキング･メモリの処理が眉ごと

理されるという証拠を得た｡

5)前頭連合野のワーキング･メモ

る情報伝達物質の役割

薄口俊之 ･

前頭連合野のワーキング･メモリ

うな情報伝達物質がいかなる役割を

明らかにする目的で､眼球運動によ

に異なって処

リ過程におけ

山根 到2)

過程にどのよ

しているかを

る遅延反応課

題とイオントフォレシス法を組み合わせた実験を

行い､ ドーパ ミンのDl受容器やノルアドレナリ

ンのα2受容器がこの認知過程を調節する役割を

もつことを見つけた｡

6)前頭連合野の行動決断板橋

薄口俊之 ･山根 到

対象の認知にもとづく行動の選択 ･決断に､前

頭連合野がいかに関与するかを調べる目的で､認

知 ･記憶過程と行動選択 ･実行過程を時間的に分

離した行動課題をサルに訓練し､前頭連合野から

ニューロン活動を記録し､解析している.

7)脳の情報処理過程の計算論的研究

植木浩一郎2)･久保EE] 競

ニューロンの情報処理モデルを提案した｡モデ

ルやモデルのネットワークを用いた色々な脳の情

報処理過程の計算論的研究を計算機シミュレーショ

ンにより行っている｡

･8)視覚認知行動における前頭限高皮質の役割

松元健二 ･中村克樹 ･∫
三上章允 ･久保田 競

様々な写真を用いた視覚再認知記憶課題を行っ

ているサルの前頭限高皮質から単一ニューロン活

動を記鐘､解析した｡

9)作業記憶にもとづく眼球運動に関する前頭

連合野の働き

長谷川良平2)･薄口俊之 ･久保田 競

作業記憶にもとづいてサッカード眼球運動を行

う際の運動方向の決定や保持､さらにその実行自

体に前頭連合野がどのように関わっているのかを

単一神経細胞の活動を記録することによって調べ

た｡

10)運動学習に関する運動前野の役割

山根 到 ･薄口俊之 ･久保田 奴

運動前野が､学習した運動の発現にどうかかわ

るのか調べるために､()-チング運動課題を学習

したサルの運動前学割='ピタクリンを注入し､誘発

運動と学習運動を比較した｡

ll)空間位置の短期記憶にもとづく運動の発現

機構

山根 到 ･薄口俊之 ･久保E B 競

位置の記憶という認知的な機能にもとづいた運

動の発現過程を明らかにするため､空間位置合わ

せ課題遂行中のサルの運動性皮質からニューロン

活動を記録し､記憶と運動との関わりを考察する｡

12)視覚誘導性筋力発揮の準備過程における

運動前野の機能的役割

福士珠美り･薄口俊之 ･久保田 競

視覚刺激の呈示位置の違いに依存した2種類の

等尺性筋力をだしわける課題をサルに行わせ､視

覚刺激の認知にもとづく筋力発拝の準備過程にお

ける運動前野の機能的役割について検討する｡

13)前頭前野における視覚的注意による視覚入

力の変詞

小高 泰 ･三上章允 ･久保田 競

1)研究補佐員 2)大学院生 3)研修員

4)新技術事業団さきがけ研究21兼任 _
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視覚刺激を手がかりに行動を起す時､視光情報

がどのように処理されているかを調べる目的で､

行動の手がかりとなる視党刺激に対して起こった

神経細胞の活動を前頭前野で記録･解析した｡

B) 側頭菜及び後頭兼の研究

1)枚雑な画像の識別と記憶の脳内機構の研究

三上章允･久保田 放

牧雑な画像 (サルやヒトの写真など)の識別､

記憶の脳内過程を側頭連合野で調べた｡

2)MT野神経細胞の時空間特性

花薄明俊2)

視覚的運動検出におけるMT野の役割を､その

空間特性から調べた｡

3)視党系における異種情報の統合処理過程の研

究

田仲祐介2)･三上章允･久保田 競

視党系において､形態視と運動視の相互作用を

調べるために各成分での弁別一課題遂行中での側

頭葉のニューロン活動の解析を進めている｡

総 説

一美文-

1) Sawaguchi,T.(1995):Theroleofdopa-
mineinfrontalmotorcorticalfunctions

ormonkeys.In:M.Kimura,& A.M.

Graybiel(Eds).FunctionsofthoCorticO-

BasalGangliaLoop (pp.166-188).Tokyo:

SpringeトVerlag.

一和文-

1)久保田 現 監修 (1995):脳の謎を解 く1&

2.東京,朝日新聞社.

2)薄口俊之 (1994):意識とは何か :意識と脳

に関する試論.科学,I64:2271236.

3)薄口俊之 (1995):前頭葉のモデュール構造.

蛋白質･核酸 ･酵素,40:778-787.

4)薄口俊之 (1995):運動制御に関わる伝達物

質.BrainMedical,6:51-60.

5)薄口俊之 (1995):前頭連合野の統合コラム

仮説.ClinicalNeurosci.,13:115.

論 文

一英文-

1) Funahashi,S.,& Kubota,班.(1994):

Workingmemoryandprefrontalcortex.

Neurosci.Res.,21:1-ll.

2)SawaguChi,T.(1995)‥Modularactivatioh

andsuppressionofneocorticalactivityin
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Neurophysio1..71:515･528.

4)Yamada,H.,Tamaki,T.,.Wakano,K.,

Mikami,A.& TranSreldt.E.E.(1995):

EffectoftrahscranialmagnOticstimul8-

tion oncerebmlfunctionin a monkey

model.EEGclin.Neuro1..97;140･144.

報告 ･その他

一美文-

1)Kubota,Kり & Nakamura,K.(1994):

Visualmemory-rehted nouronalactivity

ofthemonkeytemporalpole.-Extended
Abstracts Book or International

Symposium "Dynamics of NeuralProI

cessing'',(Washington.D.CりJune,1994).
137-141.

ノ

-和文-

1)薄口俊之 (1994):人間の脳は進化の限界に

来たか.最新人類論,38A7.

2)薄口俊之 (1994):心は脳のどこにある?知

りたい脳,東京,文恵春秋.

3)三上章允(1994):視覚の脳内機構 :生理学の

課題から.テレビジョン学会誌.48:1494-

1501.

学会発表

一美文-

1)Ando,ⅠりSaWaguChi.T., Nakamura,K.,

Yoshikawa,E.,Ohda,H.,Tsuknda,Hl&

Kubota,K.(1994):Frontalcortical areas

involvedinsimplehandmovement;aPET

studyinanawakemonkey.The24thSoc.

rorNeuronsci.(Miami,Florida,November,
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1994).Abstracts20:444.

2)Hanazawa,A.,Mik苧mi,A･,&Kubota,K･
(1994):Motionperception-relatedNeuronal

responsestolらt-and2nd-ordercomponentsノ
in areaMT.The24thSoc.forNeurosci.

(Miami, Florida, November, 1994).

Abstracts:20:317.

3)Hasegawa,R.,Sawaguchi,T.,& Kubota,

K.(1994):Prcfrontalneuronalactivitycod-

lngSaCCadedirectionduringadelayperiod

in an ocuromotordelayed matching-to-

sampletask.The24thSoc.forNeurosci.,

(Miami, Florida, November, 1994).
Abstracts:20:144.

4)Kodaka.Y..Mikami,A.,& Kubota,K.

(1994):Responseenhancementtovisual

stmulaiduringadelayedsaccadotaskinthe

primateprefrontal corte立. (Takamatsu,

Kagawa,March.1993).Jpn.J.Physio1.,
44:S234.

5)KodakaY., MikamiA.,& KubotaK.

(1994):Attentiontoa＼visualstimulus

enhancesneuronal responsesin monkey

prefrontal cortex.The 24th Soc.for

Neuro'sci. (Miami,Florida.November,

1994).Abstra-cts:20:986.

6)Kubota,K.(1994):Hand-usedevelopmentof

∫infantrhesusmonkeys.XVth一psCongress

(Bali,hdonesia.August,1994).Handbook

andAbstracts:p.104.

7)SawaguChi,T.･(1994):Functionalmodular
connectionsinthefrontal cortexofthe

monkeyrevealedbyanoptical recording

techniquo.(Takamatsu,Kagawa,March,

1993).Jpn.I.Physio1.,44:S631.

8)Sawagdchi,T.,Naknmura,K.,Hanazawa,

A.,& Kubota,K.(1995): Columnar

excitationinthedorsolateralprefrontal

cortex ofmonkeysrevealed by optical

imaglngin slicepreparation.The72nd

J.Physiol.Soc.Japan (NagOya,Aichi,

March,1995).

-和文-

1)花薄明俊 ･三上章允 ･久保田競 (1994):,1次､

2次運動成分に対するMT野神経細胞の応性.

日本視覚学会1994年夏期研究会,(1994年8月,

綾瀬,神奈川).VISION,6(3):143'.

分子生理研究部門

器官調節分野

林 .基治 ･目片文夫 ･野崎真澄 ･

大歳 聴 ･清水慶子

研究概要

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･

発達 ･加齢一

杯 基治 ･治水虚子

1)霊長類脳内栄養因子のひとつであるBDNF

の遺伝子発現を2歳､10歳､30歳以上のニホ

ンザル中枢神経系において調べた｡その結果､

加齢とともに大脳皮質各領野の退伝子発現は

顕著に減少し､BDNFは脳の加齢と関係があ

ることが示唆された｡またBDNFに対する抗

血清を作製しウェスタンブロットと免疫組織

化学の準備をしている｡

2)神経ペプチドのひとつであるソマトスタチ

ンの遺伝子発現を､成熟期ニホンザルの中枢

神経系において調べた｡その結果､視床下部､

大脳皮質各領野､基底核､脊髄､視床等で退

伝子発現がみられたが､小脳には発現してい

なかった｡また加齢 こ伴って大脳皮質各領野

において適伝子発現は顕著に減少した｡これ

は前述のBDNFの遺伝子発現の減少と関連し

ているものと思われる｡

B)血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究

目片文夫

パッチクランプ法による細胞膜の単一イオンチャ

ネル電流の解析｡

C)ニホンザルの加齢と性腺扱能

野崎真澄 ･山下 番 l)

ニホンザルの加齢に伴う卵巣の変化を組織学的

に調べた｡すなわち､新生児から30歳以上各年齢

層の卵巣の組織切片を作製し､卵巣サイズや卵胞

数の加齢に伴う変化を調べた｡原始卵胞数は生後

漸減し､15歳以上では非常に少なくなること､-

1)研修員
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